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表 I 大腸がん検診状況

※H元年より住民検診と同時に使港血検査開始
表 II 平成 2年度検診内訳

/1ヽ /1ヽ /1ヽ /1ヽ /1ヽ

齢
健
チ

保と
、
大
腸
が
ん
死
亡
が
過

去
五
年
間
で
六
例

（男
五

女

一
）
平
成
二
年
中
に
病

院
で
治
療
を
受
け
た
数
九
例
（男
七
女
二
）
、

表
Ｉ
か
ら
み
て
も
毎
年
が
ん
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
表
Ⅱ
で
男
女
差
を
比
較
し
て

み
る
と
受
診
者
に
対
し
て
要
治
療
者
が
女

性
よ
り
男
性
に
は
る
か
に
多
く
な

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
要
治
療
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、

見
る
と
５０
～
６０

才
で
急
増
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
検
査
方

法
で
は
便
潜
血
検
査
だ
け
で
は
、
早
期
が

ん
の
３０
％
、
進
行
が
ん
の
７５
％
の
発
見
率

で
す
。
早
期
が
ん
の
う
ち
に
発
見
す
る
に

は
、
フ
ア
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
ま
で
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
九
月
に
は
検
診
が
あ

ポ
リ
ー
プ
の
あ

っ
た
人
で
、
放

っ
て
お
く
　
　
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
受
診
し
て
下
さ
い
。
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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最
近
大
腸
が
ん
が
増
　
　
と
将
来
大
腸
が
ん
に
な
る
恐
れ

え
て
い
ま
す
が
、
原
因
　
　
で
す
。
死
亡
率

・
治
療
中
の
人

編

集

後

記

七
月
の
異
動
で
広
報
を
担
当
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
橋
本
で
す
＼

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
△フ
ま

で
読
む
ほ
う
か
ら

一
転
し
て
作
る

立
場
に
な
り
戸
惑
っ
て
い
る
私
で

す
。
初
め
て
広
報
た
が
も
り
を
手

掛
け
る
事
に
な
っ
た
△フ
用
ほ
ど
、

時
間
の
た
つ
の
ビ
早
く
思
え
た
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
△フ
ま
で
の
担
当

者
の
苦
労
を
身
を
持
っ
て
感
じ
て

お
り
泳
す
。

ま
ず
は
真
似
事
か
ら
始
め
て
、

若
い
人
か
ら
あ
年
栄可
り
ま
で
親
し

ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る
様
な
広
報

紙
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

御
協
力
を
よ
ろ
し
＜
あ
願
い
し
ま

す
。

と
し
て
、
食
生
活
の
欧
　
　
常
者
ど
れ
を
見
て
も
男
性
に
多

米
化
、
特
に
肉
食
の
増
　
　
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
や
国
の
統
計
を
見
て

Ａ

加
と
食
物
繊
維
の
摂
取
　
　
も
同
様
の
結
果
で
す
。
し
か
し
検
診
の
受

f;ヽ /1ヽ

ま
す
。

す
。
大
腸
が
ん
の
危
険
率
は
男
性
の
方
が

/1ヽ

不
足
が
考
え
ら
れ
て
い
　
　
診
率
で
は
男
性
の
方
が
低
く
な

っ
て
い
ま

町
内
の
状
況
を
み
る
　
　
三
倍
以
上
高
い
の
で
、
も
つ
と
検
診
を
う

″
一ゝ

″
一ヽ

″
一ゝ

″
一ゝ

一ヽミ

の
あ

る
人

‘

・検
診
異

Ｍ

・く
な
っ‐て
“

け

て
い
た
だ
き

た

い
。
年
齢

で

燿rt、
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人□の動き
(フ 月 1日現在)

世帯数 2,550(-3)

男  4,069(-11)
女  4,369(-16)
総 数 8,438(-27)

平成 3年 8月 5日発行
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▲日と子のむし歯予防教室

(林業総含センターで)

年 対象 受診者 受診率 要精密者 がん以外の異常 発 見がん

S61 4,409 155 3.5 18 15

62 4,370 51 1.2

63 4,472 75 17

I11 3,376 2,335 69 2 100 26

3,393 69.8 115 27

対 象 者 受  診  者 要治療者

男 女 男 女 合計 男 女 合lil

イノ
潜
方
使
―ヾスコープ
血 検 査

1.556 1,837 169 238 407 20 27

便 潜 血単独 868 1,092 1,960

合   計 1,556 1,837 1,037 1,330 2,367 20 27

おめで

白石 宗春ちゃん 一
(高森)5・ 27生  雪

岡木美寿紀ちゃん 欽
(芹日)5・ 29生   真由

杉田知栄子ちゃん 年

すえなが< ′……、
ぉしぁゎせ|こ

ヽ̀
り

文↑ク|ヽ崎リ

お<やみ
もうしあげます

」豊 Eヨ の 灯

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉 |‖ |■ 繁、計|[1安盛、
本|‖ 利男、荒牧蘇 、́佐藤守 、́

「||IH久子、元村幸敏

〈病気見舞返礼〉三井ノリ、 |:1石  |「

(一般〉1仲九電工高森営業所

■野尻小学校・高森東中学校ヘ

(一段)古沢一二

5

島希

哺館勾
末治

高森)6

6・ 4

(1991 6り l受イ寸分)

・31生  隆

倫ちゃん 広
・ 3生  直

円

飯

田

赤 ち や ん
たんじよう

利男

繁

定正

安′7舷

森 ・昭和

森 ・ 11召 和

部 ・小崎

1晴  i市

下

古

木

根

下

部

岩

住

赤

中

岩

阿

洋

子

春

陽

(住所)

高 森
高 森
津 留

′:′

子
さんの 3男

勁

奨さんの3女

そ議i

学さんの長女

撃さんの長女

(遺族 )

林  賢作
本田 宗春
野尻 波男
佐藤 次一

(死亡者)(年齢 )

林 タミエ 66

本田 ナカ 82
野尻タマ ノ 83

佐藤 ミサオ 68

本田 治子 79

「
11,世 津子 53

飯千 ヒラ 79
1‖ 11フ シエ 85
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お 知 ら せ

なくてはなら 婦人会
夏
の
小
麦
色
の
肌
は
健
康
的
で

す
し
、
魅
力
的
な
も
の
で
す
。
し

か
し
、
海
水
浴
な
ど
で
の
肌
の
焼

き
過
ぎ
は
、
紫
外
線
の
影
響
で
シ

ミ
を
残
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
早
く
、
手
入
れ
し
ま
し

よ
う
。
肌
が
赤
く
な
り
、
ヒ
リ
ヒ
リ
す

る
よ
う
な
ら
こ
れ
ら
は
焼
き
過
ぎ
。

応
急
手
当
の
最
善
策
は
、
冷
た
い

タ
オ
ル
を
顔
に
の
せ
る
な
ど
の
冷

湿
布
や
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
な
ど
、

と
に
か
く
冷
や
し
て
火
照
り
を
鎮

め
る
こ
と
で
す
。

肌
が
カ
サ

つ
く
と
き
は
、
水
と

矢
　
津
　
田

油
を
た

っ
ぶ
り
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

水
分
の
補
給
に
は
、
木
綿
の
タ
オ

ル
に
消
炎
化
粧
水
か
、
冷
や
し
た

豆
乳

（塩
分
を
含
ま
な
い
）
を
浸

し
、
た
た
く
よ
う
に
し
て
肌
に
当

て
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
油
の

補
給
に
は
、
ベ
ビ
ー
用
オ
イ
ル
を

効
果
的
で
す
。

キ

ュ
ウ
リ
な
ど
の
ウ
リ
類
に
は
、

肌
の
塩
分
を
中
和
す
る
働
き
が
あ

る
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
含
ま
れ

て
い
る
段
富
な
ビ
タ
ミ
ン
類
が
、

日
焼
け
し
た
肌
に
効
果
的
で
す
。
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昨
年
七
月
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
に
お
け
る
最
大
の
社

会
教
育
団
体
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
や
学

習
活
動
等
各
方
面
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
、
町
内
に
お
け
る
地
域
婦

人
を
代
表
す
る
団
体
と
し
て
大
変
重
要
な
位
置
に
あ
る
高
森
町
婦

人
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
近
年
、
諸
々
の
事
情
に
よ
り
会
員
数
が
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
状
況
を
ふ
ま
え
、
町
内
全
世
帯
の
婦
人
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
回
収
率
は
五
三
％
で
、
年
齢
層
別
で
は
、
二
九

歳
ま
で
六
％
、
三
〇
歳
か
ら
五
九
歳
ま
で
が
六
六
％
、
六
〇
歳
以

上
二
八
％
の
回
答
率
で
し
た
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、
調
査
結
果
を
も
と
に
、
婦
人
会

組
織
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

間
１
　
あ
な
た
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
婦
人
団
体
に

加
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

他
％

の

２

間
２
　
あ
な
た
は
、
自
分
達
の
地
域
に
地
域
婦
人
会

（校
区
婦
人
会
）が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

日
焼
け
し
た
肌
を
手
入
れ
す
る

つ
の
方
法
で
す
。

日
焼
け
し
た
肌
は
、
外
側
か
ら

だ
け
で
な
く
内
側
か
ら
の
手
人
れ

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
た

っ

ぶ
り
食
べ
る
こ
と
で
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
補
給
さ
れ
、
体
の
新
陳
代

謝
が
活
発
に
な
り
、
は
り
の
あ
る

肌
が

戻
つ
て
き
ま
す
。

ハ
上 ス

‐

一

■

一

各校区婦人会加入者の方々が43%占めてお

り、回答者のなかで未加入者の方が17%の回

答率でした。全体的には80%の方々がいずれ

かの婦人団体に力]入されています。

大阿蘇スーパーマラソンに、ボランティアとして接待に

あたる婦人会のみなさん

卜調査結果から

各校区婦人会の出要性を63%の方々が必要

であると回答されており、このことは地域に

おける婦人会の必要性を、改めて裏付ける結

果となりました。

そ日
焼
け
し
た
筒
所
に
、
ま
ん
べ
ん

な
く
な
る
の
が
効
果
的
で
す
。

浜
辺
な
ど
で
の
日
焼
け
に
は
、

キ

ュ
ウ
リ

一
本
を
お
ろ
し
金
で
す

り
お
ろ
し
て
ガ
ー
ゼ
に
包
み
、
顔

や
首
す
じ
な
ど
日
焼
け
し
た
箇
所

に
、
ま
ん
べ
ん
な
く
た
た
く
の
も

ト

マ
ト
を
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、

同
じ
よ
う
に
す
る
の
も
い
い
で
し

よ
う
。
夏
を
代
表
す
る
果
物
で
あ
る
ス

イ
カ
も
、
ウ
リ
の
仲
――――
で
す
。
食

べ
終
わ

っ
た
後
に
、
残

っ
た
皮
で

肌
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
の
も
、

井

上
　
陽

　
一　

さ

ん
囲

商工婦人部
4%

●   ●

●   ●

ス
イ
カ
や
キ

ュ
ウ
リ
も
効
果
的

―仕事は楽しいですか

現在、高冷地キャベツ作 りをやってい

ますが、面積が広いと仕事が雑になり、

キャベツに大小があるので、今後は、高

品質のキャベツ作 りに頑張りたい。

一今、いちばん望むことは

農業について、話しあえる仲間がほし

い 。

一どんな町づ<りを望みますか。

若い人たちが地元に残るような活気の

ある町づくりをしてほしい

ffi .e*@r9.ili.qh%-*rtfr?*at.*r';* *^..arr}q

1診療は午前 9

時か ら
′
「 後
5

時 まで

８
月
博
＝
　
束
　
　
医
　
　
院

活
２
０
３
０
９

８
月
２５
ロ
　
エｖ
　
野
　
病
　
院

８
０
０
１
１
１

９
月
１
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

白
②
０
３
７
８

９
月
８
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

昼
②
３
３
５
１

９
月
１５
日
　
渡
　
辺
　
医
　
院

圏
０
１
７
７
７

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
　
２
２
２
２
）

(2)(13)

日
焼
け
の
手
入
れ

どの団体[LI:・
加入していな.(ヽ
17%|

lilli

老人クラブ
ll%

思  う

プロフィール

■職業 :農業

■趣味 :音楽鑑賞

■血液型 :面倒見のいい B型

今月の表紙
七
月
、
三
同
に
分
け
て
母
と

子
の
む
し
歯
予
防
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
む
し

歯
が
あ
る
子
ど
も
ほ
ど
、
偏
食

を
お
こ
し
や
す
く
、
そ
れ
が
栄

養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
つ
な
が

り
、
知
能
の
発
台
に
影
響
を
与

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
と
　
き
／
８
月
２６
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

熊
本
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

１０
月
入
所
の
訓
練
生
を
次
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。

■
科
名
及
び
定
員

●
電
気
設
備
科
　
　
　
　
２５
人

●
建
設
施
工
科
　
　
　
　
２５
人

●
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
　
　
２５
人

（女
性

コ
ー
ス
）

■
募
集
期
間
／
８
月
１
日

（木
）

か
ら
３１
日

（土
）

■
応
募
方
法
／
公
共
職
業
安
定
所

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公

共
職
業
安
定
所
、
ま
た
は
技
能
開

発
セ
ン
タ
ー

（
雷
０
９
６

・
３
５

９

。
１
９
１
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

第
４
回
熊
本
県
民
文
化
祭
阿
蘇

で
は
、
大
阿
蘇
絵
画
展
出
品
作
品

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

■
作
品
テ
ー
マ
／
阿
蘇
を
主
題
と

す
る
も
の

（風
景
だ
け
で
な
く
、

阿
蘇
の
祭
り
、
生
活
、
民
俗
、
芸

能
な
ど
）
１１
．（象

・
抽
象

・
幻
想
絵

由
一
■
部
門
／
洋
画

ｏ
日
本
画

（油
絵

・
水
彩

・
版
画
な
ど
平
面
の
作
品
）

■
募
集
点
数
／
１
人
２
点
ま
で

■
募
集
資
格
／
県
内
在
住
者
と
し

１５
歳

（高
校
生
）
以
上
の
者

■
作
品
規
格
／
５０
号
以
下

■
額
縁
イ
、
洋
画

・
前
面
の
ガ
ラ
ス
無

し

口
、
そ
の
他

（日
本
画

・
水
彩

・
版
画
）
ア
ク
リ
ル
可

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
高
森
町
中
央
公
民
館

（
．昼
②
ｌ

７
９
２
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
で
は
、
高
齢
者
の
増
大

か

つ
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
適
切
な
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
養
成
研
修
会
を
行
い
ま

す
。
■
受
講
対
象
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
内
定
さ
れ
て

い
る
方
、

一
般
の
方
で
受
講
を
希

望
す
る
方
。

■
研
修

コ
ー
ス
／
１
級
課
程

（三

六
〇
時
間
）
、
２
級
課
程

（九
〇
時

間
）
、
３
級
課
程

（四
〇
時
間
）
尚
、

保
健
婦

・
看
護
婦

・
助
産
婦

・
准

看
護
婦

・
介
護
福
祉
士
の
免
許
所

持
者
は
、
研
修
の

一
部
を
免
除
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
免
許

証
を
御
持
参
下
さ
い
。

■
研
修
期
間
／
９
月
下
旬
か
ら
４

年
３
月
ま
で
の
間
。

■
申
し
込
み
締
切
／
８
月
１９
日
ま

で
町
役
場
福
祉
係
ま
で
。

詳
し
く
は
、
町
役
場
福
祉
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
（
圏
②
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
内
線
１
３
０
）

県
で
は
次
の
要
領
で
警
察
官

・

婦
人
警
察
官

・
警
察
事
務
職
員
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
８
月
２１
日
か
ら
９

月
１０
日

■
受
験
資
格
／
警
察
官
は
昭
和
３９

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
４９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

（４

年
制
大
学
卒
業
者
を
除
く
）
。
婦
人

警
察
官
は
昭
和
３９
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
４９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
女
子

（学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
）
。
警
察
事
務
職
員
は
昭
和
４５
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
４９
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

詳
し
く
は
、
県
警
察
本
部
警
務

課

（
昼
０
９
６

・
３
８
４

・
４
１

１
１
）
ま
た
は
高
森
警
察
署

（
圏

②
０
５
１
１
）

民
事
関
係
で
暴
力
川
が
介
入
し

お
困
り
の
方
、
専
門
の
弁
護
卜
や

暴
力
団
担
当
の
ベ
テ
ラ
ン
刑
■
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
―‐‐ｉ‐
く

守
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
８
月
２０
日

（火
）
午

―――１
１０
時
か
ら
‐２
時
ま
で
民
事
相
談

・
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
研
修

〈
ム■
と
こ
ろ
　

．
の
官
町
、
熊
本
県

阿
蘇
■
務
所
２
階
会
議
室

間
４
　
間
３
で

（
３
、
あ
ま
り
良
＜
な
い
と
思
う
　
４
、
良
＜
な
い
と
思

う
）
と
答
え
ら
れ
た
方
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
す
か
。

間
５
　
婦
人
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
、
現
在
の
地
域
婦
人
会

（校
区

婦
人
会
）
が
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
れ
ば
加
入
し
よ
う
と
思
わ
れ
ま

す
か
。

婦人会に
9%
は関心がない

と

％
な良

思

●   ●

●   ●

ここで分析できることは、組織活動のあり方、

PRといつたことの大切さが伺われます。
しかしながら、改善さねても加入しないと回答

された方が34.6%を占めており注目すべきです。

今後、その原因を調べることが必要です。

現在の婦人会の活動について「まあまあ良い

と思う」と答えられた万を含めて満足されてい

る方が59%を 占めていますが、不満足な方や、

わからない万も多 <、 今後の活動のあり方など

を充劣検討する必要があると思われます。

現在の婦人会活動に不満足な方、及び無関心の

方を含めた約41%についてその理由を分析してみ

ると、第一に役員の地域回しと回答された方が71%
を占めました。又、次に役員の出る日が非常に多

いと回答された万も64.8%を占めており今後の課

題です。しかし、一番注目しな<てはならない事は

自分の役にたつていないと回答された方が45.7%

を占めており、婦人会活動のPR不足と思われます。

% 432 64.8 327 71.0 216 457 167 16.0 167

回

答

項

目

組
織
の
あ
り
か
た
に
問
題
が
あ
る

役
員
の
出
る
日
が
非
常
に
多

い

若

い
婦

人
が
少

な
く
意

見

が

と

お
り

に
く

い

役
員
が
年
度
ご
と
に
地
域
回
し
に
な
っ
て
い
る

役
場
の
仕
事
が
多

い

自
分
の
役
に
た

っ
て
い
な

い

レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
が
少
な

い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
多

い

そ
の
他

年
　
　
金

技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

訓

練

生

大変良いと思う

21%

＋
め

い

一″ヽ良り
思
％

ま

と

――

まあまあ良いと思う

38%

消防署からのお願い!

平成 3年 2月 より阿蘇郡内 (西

原村を除く)の 119番 が集約され各

町村からの119番通報は、阿蘇町黒

川にある消防本部にかかります。

通報の際は、

1.11:し くダイヤルを回す。また

は、プッンュする。

慌てず落ち着いて、かけ間違

いのないように。

2.119番通報の要領
‐1・ 何が起きたのか ?

『火事です。』・『救急です。』

をはっきりと。

② 場所はどこか ?
住所を正確に伝える。

3 状況はどうか ?
何が燃えているか ?

C どんな事故か、病気か、傷
病者の容態は?

かか りつけの病院は ?

(5, あなたのお名前と、今おか

けの電話番号は ?

このように、住所 。氏条等は正

しく大きい声ではっきりとお願い

します。

大
阿
蘇
絵
画
展

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
受
講
生

% 310 512 63.0 18.5 389 7.4 6.2 25.9 36.4346 191

回

答

項

目

組
織
の
あ
り
か
た
を
改
善
す
る

役
員
の
地
域
回
し
を
や
め
る

若

い
婦
人
が
参
加
し
や
す
く
す
る

役
場
の
仕
事
を
少
く
す
る

自
分
達
に
役
だ

つ
活
動
を
す
る

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
少
な
く
す
る

自
由

に
意
見
が
言
え
る
雰
囲
気
を

つ
く
る

家
族
の
理
解
が
必
要

関

心

が
な

い
の
で
、
改
善

さ
れ

て
も
加

入
し
な

い

そ
の
他

警
　
察
　
官

式

　

　

一ト

ー
Ｆ
ｒ
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・し
一
■

(12)(3)

お 知 ら せ

募 集

■ ||‐

鵜
=談

|

間
３
　
あ
な
た
は
、
現
在
の
地
域
婦
人
会

（校
区
婦

人
会
）
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

泰
一一， 一一一一一一一一一一一

8/26日 (月 ) 9/5日 (木) 時間 9時～15時   
｀



「

7月 1日付けで一―¬
ヒー職員の異動を発令」

新

輻 瘍 鰊 徘 熙 氣 熙 靱

,ヽP"
′し

に
商
工
観
光
課
と

水
資
源
対
策
課
を
設
置

題「かいすいよく」

あゆみ ちゃん

伊藤貴美恵先生がら……親子一日園外保育

で海に行きました。泳ぎながらはじゃいでい

る、あゆみちゃんの声づ間こえてきそうです。

咀

　

　

，

日

「

年
　
製

題「たなばた」

年長組

しん のりこ ちゃん

本
町
で
は
七
月

一
日
付
け
で

一
部
機
構
改
革
を
行
い
、
そ

れ
に
伴
う
職
員
の
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

今
回
の
機
構
改
革
で
は
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
事
務
の

効
率
化
を
図
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

改
革
内
容
は
、
町
民
課
の
町
民
係
と
福
祉
課
が
合
併
し
町

民
福
祉
課
に
、
課
税
、
固
定
資
産
、
健
康
保
険
、
地
籍
調
査

係
を
合
併
、
税
務
課
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
産
業
観
光
課
は

農
林
振
興
課
と
改
め
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
課
か
ら
水
道
係
、

旧
産
業
観
光
課
か
ら
商
工
観
光
事
務
が
独
立
、
そ
れ
ぞ
れ
水

資
源
対
策
課
、
商
工
観
光
課
と
し
て
新
設
し
ま
し
た
。

税
務
課
が
独
立
し
て
も
、
課
税
台
帳
証
明
や
納
税
証
明
な

ど
税
関
係
の
各
種
証
明
書
の
発
行
、
国
民
年
金
と
国
民
健
康

保
険
の
資
格
届
出
、
母
子
手
帳
の
交
付
な
ど
町
民
と
か
か
わ

り
の
深
い
事
務
は
、
従
来
ど
お
り
総
合
窓
日
の
町
民
係
が
事

務
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
昼
休
み
の
時
間
も
窓
口
を
開
放
し
、

事
務
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
時
間
が
と
れ
な
い
方
な
ど
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

機
構
改
革
に
伴
う
職
員
と
課
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

一　

伊
藤
貴
美
恵
先
生
か
ら
…
…
力
強
い
笹
竹
と
き
れ

一
い
な
七
夕
飾
り
が
上
手
に
表
現
で
き
ま
し
た
。
の
り

一
こ
ち
ゃ
ん
の
願
い
事
も
、
か
な
え
ら
れ
た
こ
と
で
し

一
ょ
う
。

〔農
林
振
興
課
〕
　

課
長
　
後
藤
　
萬
蔵

農
業
振
興
係
長
　
山右
下
　
昭
久
　
　
甲
斐
　
敏
文
、
佐
藤
　
幸

一

農

地

係

長
　
甲
斐
　
元
紀
　
　
甲
斐
　
邦
博
、
佐
藤
　
武
文

後
藤
　
一
寛

林
業
振
興
係
長
　
本‐‐‐
原
　
　
紀
　
　
山右
下
　
公
治

〔建
　
設
　
課
〕
　

課
長
　
芹
口
　
誓
彰

土

木

係

長
　
岩
下
　
茂
巳
　
　
宮
村
　
春
幸
、
色
見
　
継
治

荒
牧
　
　
久

建

築

係

長
　
瀬
井
公
吉
郎
　
　
古
沢
　
好
只

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

●

●   ●
町
長
　
今
村
博
信
、
助
役
　
岩
下
美
智
夫
、
教
育
長
　
松
野
　
清

〔総
　
務
　
課
〕
　

課
長
　
相
馬
　
忠
幸

行

政

係

長
　
岩
下
　
健
治
　
　
佐
伯
恵
美
子
、
古
沢
　
要
介

管

財

係

長
　
渡
辺
　
哲
郎
　
　
阿
南
　
一
也
、
高
崎
　
康
誌

広
報
統
計
係
長
　
田
上
　
」呉
一　
　
橋
本
　
和
則

車

輌

係

長
　
後
藤
　
元
男

〔企
　
画
　
課
〕
　

課
長
　
有
働
　
和
幸

企
画
財
政
係
長
　
佐
伯
　
秀
和

開
発
推
進
係
長
　
工
藤
　
幸
則

〔町
民
福
祉
課
〕
　

課
長

町

民

係

長
　
岩
下
　
靖
彦

福

祉

係

長
　
杉
田
　
則
秋

保
健
衛
生
係
長
　
村
上
　
源
喜

口
ご
も
り
　
目
も
と
の
語
り
わ
か
ら
ん
か

元
気
々
々
　
末
尾
に
父
の
釣
り
便
り

口
ご
も
り
　
精

一
杯
の
プ

ロ
ポ
ー
ズ

馬
鹿
み
た
い
　
米
も
舶
来
食
う
か
い
た

馬
鹿
み
た
い
　
釣
ら
れ
て
買
う
た
土
産
品

元
気
々
々
　
又
健
保
か
ら
感
謝
状

見
過
し
て
　
命
取
ら
る
る
盲
判

強
か
な
ア
　
独
り
で
カ
ジ
キ
手
繰
り
寄
せ

馬
鹿
み
た
い
　
買
う
て
戻

っ
た
潮
千
狩
り

花
落
ち
て
見
え
か
く
れ
す
る
若
胡
瓜

暮
れ
な
ず
む
明
か
り
惜
し
む
か
蝉
し
ぐ
れ

恨
め
し
や

一
日
止
ん
で
三
日
降
り

夏
布
団
替
え
た
る
夜
の
冷
少
し

流
れ
て
は
晴
れ
て
は
覆
う
梅
雨
の
雲

親
し
げ
に
息

つ
ぐ
蝶
や
梅
雨
晴
間

麦
秋
や
大
き
く
な
り
て
夕
日
落

つ

雲
仙
の
噴
火
は
止
ま
ず
盆
近
し

日
暮
れ
来
る
寝
巻
に
着
替
え
る
梅
雨
籠
り

古
庄
　
良

一
、
阿
部
　
恭
二

安
藤
　
吉
孝

古
沢
　
建
生
、
馬
原
　
恵
介

宮
地
　
悦
也

後
藤
　
秀
希
、

丸
山
　
雄
平

田
上
　
美
男
、

沼
田
　
勝
之
、

河
崎
み
ゆ
き
、

野
中
裕
美
子

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

後
藤
　
健

一

村
嶋
　
立
章

橋
本
今
朝
子

堀
田

馬
原
田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

森
　
　
正
六

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
政
隆

後
藤
　
チ
エ

本
田
後
藤
後
藤
や

本
田
後
藤
あ
ら
し

松
本
　
満
夫

馬 11t蘇
笑 泉 仙

初 よ 法 訓
雄 い 龍 子

(11)
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日
本
民
謡
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
で
入
賞

民
謡
の
心
を
唄
い
続
け
る
荒
牧
陽
子
さ
ん

ま
と
も
に
声
が
出
な
く
な

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
血
の

に
じ
む
練
習
が
続
い
た
と
い
う
。

「
こ
の
時
は
悩
み
ま
し
た
。
喉

か
ら
血
が
出
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
し
た
」
と
荒
牧
さ
ん
。

六
十
三
年
に
は
民
謡
の
指
導
者

と
し
て
の
資
格

（講
士
）
も
取

得
さ
れ
る
な
ど
、
寮
母
と
し
て

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
す
中
で
、

入
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
民

謡
の
手
解
き
も
さ
れ
て
い
る
。
「
一

緒
に
勉
強
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
で
楽
し
く
や

っ
て
い
き
ま
す
」

と
。
そ
ん
な
荒
牧
さ
ん
の
心
の

支
え
と
な

っ
て
い
る
民
謡
。
そ

の
心
を
大
切
に
育
て
、
そ
し
て

い
つ
ま
で
も
唄
い
続
け
て
ほ
し

い
。
「Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
歌
う
気

持
ち
は
最
高
で
す
」
と
笑
顔
で

話
す
荒
牧
さ
ん
。
自
宅
に
は
二

十
畳
ほ
ど
の
練
習
場
も
、
そ
し

て
中
に
は
数
々
の
ト

ロ
フ
ィ
や

盾
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

全
国
各
地
の
日
本

一
が
、
そ

の
喉
を
競
う
日
本
民
謡
フ
ェ
ス

テ
イ
バ
ル
９１
。
上
色
見

。
前
原

の
荒
牧
陽
子

（４８
）
さ
ん
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ひ
の
き
舞
台

で
堂
々
入
賞
を
果
た
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
に
民
謡
を
歌

い
始
め
て
十
二
年
。
三
度
の
飯

よ
り
民
謡
が
好
き
と
い
う
荒
牧

さ
ん
は
、
五
十
七
年
に
初
め
て

県
の
大
会
で
優
勝
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
、
県
代
表
と
し
て
全

国
大
会
の
晴
れ
舞
台
に
立

っ
た

こ
と
も
し
ば
し
ば
。

当
時
、
農
業
を
営
ん
で
い
た

荒
牧
さ
ん
は
月
に

二
回
の
民
謡

教
室
に
顔
を
出
す
ほ
か
、
農
繁

期
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
Ｌ
で
、
ま

た
冬
場
の
農
閑
期
に
は
、
十
木

作
業
を
し
な
が
ら
山
の
中
で
声

を
出
し
た
と
い
う
。

昭
和
五
十
九
年
、
稼
業
の
農

賞状を手に喜びの荒牧さん

業
を
や
め
特
別

養
護
老
人
ホ
ー

ム

「梅
香
苑
」

に
勤
務
す
る
よ

う
に
な

っ
た
。

そ
の
後
荒
牧
さ

ん
の
喉
に
異
変

が
起
き
た
。
音

程
が
下
が
り
、

み
ん
な

のひ
３
ば

写真をご希望 の 方 は .

広報係へ ご連絡 下 さい。

壼 21111

2

階

階

４
１
日

庁

舎

内

配

置

図

テ  ラ ス

●

●   ●

●

~¬

書庫

WC

WC

書庫

会 議 室

水
道
操
作

室

農
林
振

興

課

教育委員
教
育
I(
■1

議  場

水
資
源対
策
課

室ベ
バ

ー
員
一弔
乗☆員会室 会室

3 ,:

委

２

員

第

委室〈
バ

４

員

第

委
テ ラス

〔税
　
務
　
課
〕
　

課
長
　
後
藤
　
恒
夫

課

税

係

長
　
岩
下
　
光
廣
　
　
工
藤
　
英
一

野
尻
　
光
也

佐
伯
　
　
実

甲
斐
　
達
志
、
後
藤
　
一二
治

甲
斐
　
峰
雄
、
中
山
　
秋
広

白
石
　
一
弘
、
田
上
　
浩
尚

課
長
　
住
Ｌ
口
　
圧
夫

和
博
　
　
後
藤
　
和
幸
、
安
藤
　
厳
夫

一
心
郎
　
　
渡
洲
一　
一我
利

課
長
　
山市
下
　
弘
三

固
定
資
産
評
価
係
長
　
甲
斐
　
昭
文

地
籍
調
査
係
長
　
甲
斐
　
末
久

国
民
健
康
保
険
係
長
　
合
志
　
盛
隆

〔水
資
源
対
策
課
〕

〔商
工
観
光
課
〕

商
工
観
光
係
長
　
谷
川

〔会
　
計
　
室
〕

維 管

持 理

係 係

長 長

木寸 長

"島

 ,こ
」■

会

計

係

長
　
阿
南
　
哲
也
　
　
佐
伯
東
　
　
幸
祐

〔草
部
出
張
所
〕
　

所
長
　
岩
下
紀
久
雄

住

民

係

長
　
色
見
　
隆
夫

〔野
尻
出
張
所
〕
　

所
長
　
熊
谷
　
征
男

住

民

係

長
　
二
子
石
　
衛

〔議
会
事
務
局
〕
　

局
長
　
二
子
石
範
男

庶

務

係

長
　
中
尾
　
篤
志
　
　
甲
斐
富
美
子

〔教
育
委
員
会
〕
　

事
務
局
長
　
岩
下
　
生
人

学
校
教
育
係
長
　
山
村
　
将
護
　
　
古
庄
　
秀
子

施
設
管
理
係
長
　
廣
木
　
富
八

社
会
教
育
係
長
　
甲
斐
　
利
男
　
　
秋
山
　
清
二
、
安
方
　
　
含

実
範

後
藤

WC

商
工
観
光
課

玄関

倉
庫

WC会

計

室

企画課 移

`f撼

:呆建設課

WC

コ
ピ
ー
室

町長室 応接室 総 務 課

町
民
ホ
ー
ル

宿直室

「
―
―
―
∃

匡
===ヨ

吉庫

更
衣
室

印
刷
室

‖l民相談室

更衣室

WC

WC

無
線
Ｗ
Ｃ

総口窓口

口r民福祉言果

吹 抜

ノクル&Cir
|′
ヽ
日

し

や
れ
ば
や
0

ほ
こ
魅
カ
充
分

■
代
表
者

加
藤
　
勝
巳
（
圏
②
０
２
９
６
）

■
会
員
数
　
　
　
　
　
　
２５
人

■
私
た
ち
の
取
組
み

毎
週
火
曜
と
金
曜
日
の
午
後

七
時
三
十
分
か
ら
十
時
ま
で
、

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
ナ
イ
タ
ー

テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
県
体
及
び
郡
内
の
テ

ニ

ス
大
会
参
加
を
は
じ
め
、
よ
そ

の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
試
合
も
行

つ
て
い
ま
す
。

■
モ
ッ
ト
ー

楽
し
く
さ
わ
や
か
な
汗
を

■
抱
負
結
成
十
年
目
、
テ

ニ
ス
は
や

る
ほ
ど
に
奥
が
深
く
そ
の
魅
力

は
あ
き
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

各
地
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
、
技
術
の
向
上
に

努
め
テ

ニ
ス
仲
間
と
の
親
睦
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
、
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
御
参
加
下
さ
い
。

(10)(5)
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．ン
ヽ
ｏ

ゝ
Ｊ

ヽ

祖
先
の
霊
を
供
養
す
る
お
盆
。
本
町
で
も
八
月
十
三
日
の
夕
方

か
ら

「お
盆
」
に
入
り
ま
す
。
本
町
で
今
年
初
盆
を
迎
え
る
ご
家

庭
は
次
の
九
十

一
戸
で
す
。
お
参
り
さ
れ
る
方
の
利
便
を
考
え
て

地
域
別
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
記
載
順
は
、
ご
遺
族
の
お
名
前
、

続
柄
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
と
な

っ
て
い
ま
す
。

梅
　
香
　
苑

【上
　
町
】

田
所
　
幸
信

飯
干
　
定
正

【旭
　
通
】

佐
藤
　
守

一

田
上
　
　
繁

【昭
　
和
】

津
留
　
　
登

和
田
サ
カ

エ

栗
屋
ヨ
ネ
子

【
下
　
町
】

本
田
　
利
夫

高
橋
　
政

一

大
津
　
照
雄

佐
伯
ナ
ツ
コ

岩
下
　
英
巳

池
田
フ
ト
モ

色
見
キ
ク
エ

【横
　
町
】

【村
村
下
三
井
三
森
本
田
切
原
堤Ｈ

Ｌ

村
下
　
長
美

三
井
ア
キ

エ

三
森
キ
ク
エ

本
田
　
秋
雄

切
原
　
初
熊

堤
　
キ
ヨ
カ

田
上
フ
シ
エ

高
宮
タ
ツ
エ

後
藤
大
太
郎

【
上
　
在
】

佐
藤
　
幸
雄
　
母
　
佐
藤
ア
サ
子

中
川
ミ
ヨ
子
　
夫
　
中
川
　
利
雄

【
天
　
神
】

永
松
ミ
ツ
子

同
居
者

園
田
　
康
助

甲
斐
四
喜
男
　
母
　
甲
斐
カ
ズ

ヱ

佐
藤
　
次

一　

妻
　
佐
藤
ミ
サ
オ

妻
　
佐
藤
　
宣
子

妻
　
田
上
世
津
子

新
し
い
町
の
交
通
指
導
員
が
こ

の
ほ
ど
決
ま
り
七
月

一
日
、
町
役

場
で
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
岩
下
助
役
が
指
導
員

一

人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た

後

「行
政
だ
け
で
は
交
通
事
故
は

防
げ
ま
せ
ん
。
明
る
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
頑
張

っ
て
下
さ
い
」
と

訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

新
交
通
指
導
員
は
次
の
通
り
。

杉
田
富
雄
、
馬
原
孝

一
、
村
上
正

誠
、
岩
下
利
博
、
小
林
正

一
、
中

山
秋
広
、
長
尾
和
博
、
岩
下
公
治
、

大
塚
弘
倫
、
住
吉
正
史
、
楢
木
野

幸
男
、
江
藤
明
徳
、
甲
斐
直
三
、

本
田
英
明
、
鶴
林
巧
、
田
上
七
十

三

第
四
十
六
回
阿
蘇
郡
民
体
育
祭

が
七
月
十
四
日

（陸
上
は
七
月
二

十

一
日
）
、
阿
蘇
町
を
中
心
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
十
二
の
競
技
に
約

二
百
十
人
が
参
加
、
柔
道
が
五
連

覇
を
達
成
、
弓
道
が
優
勝
し
ま
し

た
。
な
お
、
同
チ
ー
ム
は
九
月
二

十
八

・
二
十
九
日
に
上
益
城
郡
で

開
か
れ
る
県
民
体
育
大
会
に
阿
蘇

夫
　
安
片
　
高
廣

妻
　
岩
下
チ
ヨ
子

母
　
荒
牧
　
千
鶴

養
母

住
吉
　
ツ
ヤ

郡
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

結
果
は
次
の
通
り

【
団
体
】
▽

一
位
　
柔
道

（Ａ
チ

ー
ム
）
、
弓
道
▽
二
位
　
柔
道

（Ｂ

チ
ー
ム
）
、
剣
道
▽
三
位
　
男
子
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
軟
式
野
球
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン

【個
人
】
柔
道
　
一
位
　
三
井
康

弘
、
二
位
　
重
野
信

一
郎
、
三
位

本
田
　
昭
信

住
吉
伸
博

ま
た
、
陸
上
競
技
で
は
、
男
子

四
〇
〇

ｍ
リ
レ
ー

（
四
十

一
～
五

十
歳
）
、
女
子
四
〇
〇

ｍ
リ
レ
ー
で

一
位
に
な

っ
た
の
を
は
じ
め
各
個

人
の
健
闘
が
み
の
り
、
み
ご
と
総

合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

個
人
結
果
は
次
の
通
り

【
一
〇
〇
ｍ
】
▽

一
位
　
四
十

一

～
四
十
五
歳
の
部
　
内
田
建
二
郎
、

五
十

一
～
五
十
九
歳
の
部
　
本
田

力
、
六
十
歳
以
上
の
部
　
恵
良

末
次
▽
三
位
　
三
十
四
歳
以
下
の

部
　
甲
斐
よ
し
え
、
三
十
五
歳
以

上
の
部
　
岩
下
き
よ
、
四
十

一
～

四
十
五
歳
の
部
　
山
辺
捷
二
、
四

十
六
～
五
十
歳
の
部
　
田
中
生
義
、

▽
三
位
　
六
十
歳
以
上
の
部
　
山

室
俊

一

【
四
〇
〇
ｍ
】
▽
二
位
　
四
十
六

～
五
十
歳
の
部
　
津
留
明
義

【
八
〇
〇
ｍ
】
▽

一
位
　
四
十

一

～
四
十
五
歳
の
部
　
内
田
建
二
郎

【
一
五
〇
Ｏ
ｍ
】
▽
二
位
　
二
十

七
歳
以
下
の
部
　
住
吉
幸
記

【
二
〇
〇
〇
ｍ
】
▽
三
位
　
六
十

歳
以
上
の
部
　
山
室
俊

一

【走
り
高
飛
び
】
▽
二
位
　
栗
屋

千
代
美

【砲
丸
投
げ
】
▽
二
位
　
三
十
六

～
四
十
歳
の
部
　
秋
山
清
二
、
四

十

一
歳
以
上
の
部
　
本
田
生

一

‐新ｔ
い

ス
じ■■

．

３

司

３

ｏ

４

・

５

ヨ

ー

リ

ー

　

ー

　

ー

ー

¨
´
　
、

山
】
エ
ミ
　
夫

中
　
母

惟
則
　
母

ハ
　
マ
　
　
一人

達
男
　
父

勝
男
　
母

安
盛
　
母

・交
通
指
導
員

人
に
委
嘱
状

／
ヽ
ｏ

委嘱状を受ける交通指導員

10月 19日 から27日 まで阿蘇郡内全町村で行われ

る、第 4回熊本県民文化祭 「阿蘇」に出品しよう

と高森・横町の公民館で婦人グループ (津留二月

代表)がパッチワークづくりに頑張っています。
当初は、婦人会の支部活動として昨年の 4月 に

スター ト、支部としては 1年間の予定でしたが、
パッチワークの魅力にひかれ現在趣味のグループ

として13人で活動されています。

パッチワークは、アメリカの西部開拓時代に、

はぎれなどの占ぎれを集めて縫い合わせ、ベ ッド

カバー等を作ったのが始まりだそうで今では、形

・種類・配色などいろんなパッチワークがつくら

れています。
「最初は鍋敷きのような小さいものから始まり、

今ではバック・壁掛け 。鏡掛けなど、大きいもの

はこたつ掛けまで自分ではしいものを作っていま

す」と津留さん。また、ベッドカバーのような大

きい物になると 1年がかりで作るそうで 「や り始
めたら夜遅くなることもあります、パッチワーク

は根気が必要」と話されていました。

県民文化祭に向けパツチワークづくりにも熱がはいります
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私
ご

と

で
恐
縮

で
す

が

、

三
男

坊

が

中

学

を
卒
業

し
、
十

六
歳

に

な

っ
た

昭
和

五
十

四
年

の
春

の

こ

と

で
す

。

「世

界

一
周

を
や

り
た

い
」
と

言

い
出
し
ま
し
た
。
息

子
は
中
学
の
夏
休
み

に
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

日
本

一
周
を
や
り
遂

げ
、
日
本
の
素
晴
ら

し
さ
を
、
肌
で
感
じ

と
り
、
次
の
目
標
に

世
界

一
周
を
計
画
し

た
の
で
す
。

人
生
な
ん
て
も
の

は
、
畳
の
上
で
も
危

険
は
あ
る
と
い
う
気

持
ち
か
ら
、
私
も
家

内
も
息
子
を
信
じ
て
Ｏ
Ｋ
の
サ
イ

ン
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
三

年
間
、
息
子
は
世
界
各
地
で
働
き

な
が
ら
四
十
か
国
で
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
し
、
分
厚
く
膨
れ
上
が
っ

た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
抱
え
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

パ
リ

で

レ

ス
ト

ラ

ン
の
ボ

ー

イ

に
潜

り

込

ん
だ

り

、
中

近
東

の
動

乱

の
銃
砲

の
下
も
く

ぐ

つ
た

り

し

た

よ
う

で
す

。

実
体
験
で
感
じ
と
る

″ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
″

息

子

が

ア

フ
リ
カ

に
着

い
た

と

き

の
手
紙

の
最

後

に
、

こ
う
書

か

れ

て

い
ま

し
た

。

『
い
ま

ア

フ
リ

カ

で

一
番

必

要
な

こ
と

は
、
物

や

お
金

を
送

る

こ
と

で
は
な

い
。

ア

フ
リ

カ

の
人
た

ち

を

助

け

る

″
人

〃
を
送

り
出

す

こ

と

だ
と

思

い
ま

す

』

私

は

こ
の
手
紙

を
読

ん

で
、

ハ

ッ
と
な

り
ま

し
た

。

子
ど

も
だ

子

ど

も
だ

と

思

っ
て

い
た
彼

が

、
「
国

づ

く

り

は
人

づ

く

り
」
、

つ
ま

り

、

「ま

ち

づ

く

り

は

人

づ
く

り
」
と

実

体

験

の
な

か

か
ら
感

じ
と

っ
て

い
た

か
ら

で
す

。
私

は

こ
の

こ
と

を

こ
れ

ま

で
声

を
大

に

し

て
叫

ん

で
き

ま

し
た

。
だ

が

、

そ
う
簡
単

に
分

か

っ
て
も

ら
え
な

い
場
合

が

多

い
の
で
す

。

「
ま

ち

づ

く

り

と

い
う

の
は

ね

、

国
や

県

か
ら

い
か

に
金

を

と

っ
て

く

る

か
だ

よ
」

あ

る
ま

ち

の
市

長

は
、
顔

を

し

か

め

て
そ

う

い

い
ま

し
た

。
愚
息

で
す

ら
考

え
る

こ
と
が

で
き
た

「国

づ
く

り

は

人

づ

く

り
」
と

い
う
命

題

を

、
感

じ
と

れ
な

い
で

い
る

こ

と

に
悲

し

く

さ

え

な

り

ま

し
た

。

か
け
声
だ
け
で

ま
ち
づ
く
り
を
終
わ
ら
す
な

こ
ん
な

し
ご

く
当

然

の

こ
と

が

う
ま

く

運
ば

な

い
理
由

は
、
ま

ち

づ

く

り

の
視
点

が

、

子
ど

も
た

ち

や
孫

た

ち

に
反
映

し

て

い
な

い
か

ら

で
す

。
ま

ち

づ
く

り
が

か
け
声

だ

け

で
終

わ

つ
て
し
ま

う

要

因

の

一
つ
は

、

こ

こ
に
あ

る

の

で
す

。

つ
ま

り

〃
い
ま

の
若

い
者

は
″
″
い

ま

の
子
ど

も
た

ち

は
〃
と

い
う
紋

切

り
型

の
考

え

が
障

害

と
な

っ
て

い
る

の

で
す

。

ま

ち

づ
く

り
と

い
う

の
は

、
前

に
も
触

れ

た

よ
う

に
、
す

べ
て
子

ど

も
た

ち

や
孫

た

ち

へ
と

つ
な
げ

て

い
く

も

の
だ

か

ら

で
す

。

と
す

れ

ば

、

子
ど

も
た

ち

や
若
者

を

信

頼

し
な

い
で
受

け
継

い
で

い
け

る

は
ず

が
あ

り
ま

せ

ん
。

人
生

も
、
企
業

も

、
ま

ち

づ
く

り

も
、
す

べ

て
後

に

つ
な

ぐ
た

め

に
あ

る

の
で
す
。
そ

の
た

め

に
は
、

右
者
た
ち
を
外

見

で
判

断

せ
ず

に
、

そ

の
心
意

気

に
日
線

を

合

わ

せ

て

見

る

こ
と

が
大

切

で
す

。

ま
ち

づ

く

り
と

は
、

子
ど

も
た

ち

や
孫

た

ち

を
信

頼

し
、
わ

た

し
た

ち

の
心

を
贈

り
届

け

る

こ
と

だ

と

い

っ
て

い

い
か

も

し
れ

ま

せ

ん
。

日
本

ふ
る
さ
と
塾
主
宰一秋

原

　

茂

裕

最終回

ま
ち
づ
く
り
の
心
を

次
代
に
受
け
継
が
せ
よ
う

+

や

●

●

お建書ですか
Ｑ
　
早
目
に
年
金
を
も
ら

い
た
い
の
で
す
が
、

で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
老
齢
年
金
又
は
老
齢

基
礎
年
金
は
、原
則
と
し
て
６５
歳
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
年
金

支
給
の
繰
上
げ
、
又
は
繰
下
げ
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
年
数
に
よ

っ

て
支
給
率
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

始
齢

芝

年繰
上
げ
は
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満

の
、
繰
下
げ
は
６６
歳
以
後
の
、
そ

れ
ぞ
れ
希
望
す
る
と
き
か
ら
で
す
。

な
お
、　
一
度
、
繰
上
げ
支
給
を
受

け
る
と
、
こ
の
支
給
率
は
生
涯
続

き
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

詳
し
い
こ
と
は
町
役
場
福
祉
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（圏
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
内
線
１
３
０
番
）

老
人
福
祉

Ｑ

＆
Ａ

支給率 1ヽ)′卜||%

純 li ドげ支給

(7)



● D

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせください。

企画課

広報統計係

(a② llll)

長野県高森町長からの親書を受け取る今村町長

も
う
ひ
と
つ
の
高
森
町
が
来
町

町

長

に

親

書

を

持

参

長
野
県
の
高
森
町
農
業
委
員

一
行
が
七
月

二
日
、
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

来
町
の
き

っ
か
け
は
、
長
野
県
高
森
町
に

在
住
の
中
塚
浅
男
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
町
長

宛
に
来
た

一
通
の
手
紙
か
ら
で
し
た
。
「高
森

町
の
名
が
我
が
兄
弟
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、

な

つ
か
し
い
存
在
と
思
い
、
お
便
り
し
ま
し

た
」
と
い
っ
た
内
容
で
、　
一
緒
に
観
光
パ
ン

フ
レ
ツ
ト
が
同
封
し
て
あ
り
ま
し
た
。
さ

つ

そ
く
、
本
町
か
ら
高
森
町
の
紹
介
を
か
ね
た

返
事
に
観
光
パ
ン
プ
レ
ツ
ト
を
送

っ
た
と
こ

ろ
、
長
野
県
高
森
町
の

「広
報
た
か
も
り
」

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
農
業
委
員
の
研
修
旅
行
が
あ
り
、

そ
の
途
中
に
立
ち
寄
ら
れ
た
も
の
で
、
吉
川

町
長
か
ら
の
親
書
を
持
参
、
今
村
町
長
に
渡

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
に
高
森
町
と
名
の
つ
く
町
が

熊
本
県
と
長
野
県
に
二
町
あ
り
ま
す
。

●

同
じ
町
名
の
高
森
町
は
、
長
野
県
南
部
に

位
置
す
る
下
伊
那
郡
に
あ
り
、
標
高
は
四
〇

〇
～
七
〇
〇

ｍ
、
人
口
は

一
二
、
四

一
五
人

（七
月

一
日
現
在
）
の
町
で
す
。
産
業
は
果

樹
栽
培
を
中
心
と
し
た
農
業
を
主
体
に
発
展

し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
第
二
、
第
二
次
産

業

へ
と
移
行
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
来
町
に
よ
り
、
二
つ
の
町
が
交
流

を
深
め
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

●

0た ″ltり
もヽ|

ン●:

●
`14‐

'・

塩
I・

長野県高森町の「広報たかもり」

翻
一雛
一鑽
顧
数
庁覇

國

圏
隔
・護機
躍ヽ
犠蓑
度

町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
、

和
や
か
な
町
に
し
よ
う
と
、
町
４

Ｈ
ク
ラ
ブ

（塚
本
直
樹
会
長
、
十

人
）
が
、
こ
の
ほ
ど
農
協
や
役
場
、

駅
、
銀
行
な
ど
の
事
務
所
を
訪
れ

花
の
苗
を
配
布
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は

『
花
い
っ
ぱ

い

運
動
』
と
し
て
始
め
た
も
の
で
、

ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
れ
ば
と
今

年
で
五
年
に
な
り
ま
す
。

今
回
も
ク
ラ
ブ
員
が
丹
精
込
め

て
育
て
た

『
金
蓮
花
』
『
イ
ン
バ
チ

エ
ン
ス
』
『
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー

ジ
』
『
日
々
草
』
な
ど
の
花
を
事
務

所
の
ロ
ビ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。

役場に花を設置する4Hク ラブのメンバー

(8)
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